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§1._序
二次元戸田格子のStaticな運動は,円筒対称座標で,動径方向に関して,
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と定義 し直すと,整合条件は
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大阪外大 ･一般教育 物理 中 村 明
ソリトン研究において,1+1次元 (空間1十時間1次元)のものは,よく研究されてきた
が,高次元のソリトンについては,わからないことがいっぱいある.これにまとをしぼって,
筆者は,ここ数年いろいろとアタックしてきた.具体的な例をつみあげることによって,あら
われたイメージが, いわゆる, く爆発一減衰"ソリトンである.これは,もともと円形KdV方
程式
ut+6uux+ux∬x+a/(2t)-0, (1)
のソリトンの性質から,でてきたものである.静かな池に石を投げたと考えよう.このとき円
形の波が,ひろがってゆく.ふだんの経験からしるように,円形の波の高さは,時間的にかわ
ってゆき,ある一定の値にとどまることがない.このたとえでは,波の高さが く減衰"するソ
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